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富山河川国道事務所

平成３０年１０月１６日（火）１４時～１６時に国道８号朝日町宮崎の

宮崎道路ステーションにて、特殊車両の現地取締りを実施しました。

取締り結果 取締り実施台数：４台

【特車取締り状況】

※取締りでは車両の長さ、幅、高さ、総重量を計測し、
特殊車両通行許可証の内容を確認しています。

特殊車両取締りを実施しました

あさひまち みやざき

道路管理第一課長 松 倉 友 子 TEL ： ０７６－４４３－４７２２（直通）

FAX ： ０７６－４４３－４７２３

国土交通省北陸地方整備局

富山河川国道事務所 TEL：０７６－４４３－４７０１(代）

まつくら ともこ

〒９３０－８５３７ 富山市奥田新町２番１号 http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/

お問い合わせ先

内 違反なし２台
違反２台（車両諸元違反１台、許可証不携帯１台）



案 内 図

１３：３０ 現地集合
１４：００ 取締り開始
１６：００ 取締り終了
１６：１５ 解散

概略行程

取締り場所
（宮崎道路ステーション）
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特殊車両の通行に対する指導、取締りの徹底・強化

・我が国の道路は高度経済成長期に集中的に整備されたため、道路橋をはじめとした社会資本の老朽化が
急速に進行しており、長寿命化対策が求められている。しかしながら、規定を超える過積載重量の車両通行
により道路損傷が増大している。

・違反走行を繰り返し行った場合は、会社名の公表を行います。 悪質な違反者には、許可取消等の措置を
実施します。

・是正指導に従わず、国道事務所の呼び出しを拒否する者は、報告の徴収・立入検査を実施します。

・車両の総重量の最高限度の２倍の重量（道路法第４７条の２第１項の規定よる許可を受けた車両は、許可
を受けた車両の総重量から車両の最高限度重量を減じた重量に、 最高限度重量の２倍の重量を加算した
重量）以上の特殊車両を通行させた場合は告発の対象になります（平成２７年２月から） 。

参考資料
道路損傷の原因の１つとして、 ルールを守らない車両の通行があり、

特に重量超過車両が道路に与える影響は大きなものです。


